
 

平成26年6月14日 

医療介護福祉政策研究フォーラム 

第２回 実践交流会 
 

 

 

きらくえんの歩みとユニットケアの到達点 
 

 

 

            社会福祉法人 きらくえん              

                  理事長 市川禮子 

 

 

 



法人設立 

１９８２年12月 

法人理念 

ノーマライゼーション 

 ー地域のなかで1人の生活者としての暮らしを築くー 

運営方針 

・ 人 権 を 守 る 

 

・ 民 主 的 運 営 



喜楽苑（尼崎市長洲西通） 

下町のノーマライゼーションをめざして 
 

1983年4月開設 
 

定員50人4床室中心 





「人権を守る」とりくみの具体化 

・人間の尊厳を守る 

・プライバシーの保持 

・市民的自由・社会参加の尊重 









民主的運営の具体化 ー地域と共にー 

・役員の役割と職員のチーム労働 

・入居者自治会の重要性 

・家族会の重要性 

・ボランティアの支援 

・あまがさき地域福祉事業推進協議会 





喜楽苑地域ケアセンター 

あんしん２４（尼崎市金楽寺） 

自宅で暮らし続けることが 
できるまちをめざして 

 
２０１２年９月開設 

 
在宅福祉サービス8事業 

 



 



いくの喜楽苑（朝来市生野町竹原野） 

ハードから人権を守る 
 居住エリアの分散化と全室準個室化 
 
  1992年9月開設 
 
   定員58人 



• 写真¥いくの玄関.jpg 
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グループホーム竹原野 
（朝来市生野町） 

 
 

2005年4月開設 
 

定員 9人×2ユニット＝18人 





 







たまき喜楽苑 
小規模多機能型居宅介護施設 

 
 

民家改修型 
 

2006年4月開設 











 



 





いくの喜楽苑デイサービス 

「元気・とちはら」 

 
旧栃原幼児センターを改修し２０１１年5月開設 

 



 







高齢者・障害者地域型仮設住宅 
：通称 ケア付仮設住宅(芦屋市・尼崎市） 

1995年4月・5月開設 
 

6棟78人 











南芦屋浜・尼崎復興公営住宅 
（芦屋市・尼崎市） 

スタートした復興公営住宅のシルバーハウジング・ 
コレクティブハウジングの実践 

 
1998年開設 

 



Ｌ・・・Ｌｉｆｅ 

Ｓ・・・Ｓｕｐｐｏｒｔ 

Ａ・・・Ａｄｖｉｏｒ 

生活援助員 







 



あしや喜楽苑（芦屋市潮見町） 

「福祉は文化」 
 ー地域の文化の拠点にー 
 
 1997年1月開設 
 
  定員80人 







地域交流スペースから真・善・美を 

 
ー地域住民と共に１ヶ月４千人が集うー 

喫茶店、ギャラリーは大繁盛 

緑と花と国際交流 

ボランティアは実数350人 



喫 茶 店  り ・ ら ん 

地 域 の ス ポ ッ ト 

  





多彩な個展が開かれる 

ギャラリー       



















地域交流スペースを使った 

  さまざまな集い       









 

 

千里フィルハーモニア 



 















きらくえん倶楽部大桝町 
生活支援型グループハウス 
小規模多機能型居宅介護施設 

 
 
 
 
 

 
 

グループハウスに併設 
 

2007年4月開設 













けま喜楽苑（尼崎市食満） 

全室個室・ユニットケア 
 

2001年4月開設 
 

定員50人 



設計コンセプト 

・生命力をしぼませない｢施設｣づくりー外山教授 
 

     五つの生活の落差をなくす 

役 割 の 喪 失 の 落 差 

空 間 の 落 差  時 間 の 落 差 

規 則 の 落 差  言 葉 の 落 差 

・特養を地域のケア付住宅にー法人 
 

・定礎に｢つなぐ｣と刻む  － 法人 

           これまでの生活の継続、 

  命をつなぐ、人と人をつなぐ、地域をつなぐ、 

  世紀をつなぐ 











狭義の「介護」ではなく自立生活を支援する
生活援助の徹底 

 

ケアのテーマ 

 

・プライベートゾーン（個室） 

・セミプライベートゾーン（準個室空間） 

・セミパブリックゾーン（準公共的空間） 

・パブリックゾーン（公共的空間） 

 の４つの空間を生かすケア。 
 

 そして地域へ 



個室と入居者･家族(ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｿﾞｰﾝ) 

～入居は引越し～ 

 

その人らしい部屋作りと多様な生活展開 





 





準 個 室 空 間 
 

(ｾﾐﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｿﾞｰﾝ) 





準 公 共 的 空 間 
 

(ｾﾐﾊ ﾟ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ｸ ｿ ﾞ ｰ ﾝ ) 









公 共 的 空 間 
 

( ﾊ ﾟ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ｸ ｿ ﾞ ｰ ﾝ ) 





食事・入浴・排泄のとりくみ 









一人一人にあわせた補助具の徹底 

 

（手 す り の 廃 止） 





ク ラ ブ 活 動 









 



地域に住む生活者として 



お買い物 

















自 治 会 と 家 族 会 









地 域 交 流 事 業 

 







ケアを受ける場から 

 

生 活 再 編 の 場 へ 



グループホームいなの家 
（尼崎市食満） 

 
 

2001年4月開設 
 

定員 9人×2ユニット＝18人 



 な じ み の 環 境 づ く り 







  







取り戻した日常の暮らし 









潤 い の あ る 暮 ら し を 

















社 会 性 の あ る 暮 ら し 













自 治 会 と 家 族 会 





 



日本認知症ケア学会・読売認知症ケア賞 

「奨励賞」を受賞（２００６．９月） 





ターミナルケア 

•「当たり前の暮らし」の継続 

•日常生活の延長上にターミナルがある 

•看取りの主体は「家族」 

•日常から最期について話し合う 

 

  入居した日から 

     ターミナルケアは始まっている 

 





ＫＯＢＥ 須磨きらくえん 

歴史のまちで多世代共生をめざす 
ノーマライゼーションのとりくみ 

 
２０１２年４月開設 



 





 



 



 























ケアを受ける場から 

 

生活再編の場へ 

 



















永井志づさんピアノコンサート 



人生の最終章こそ きらめく時を 


